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1. 施策の狙い

・日本に暮らす「全盲者」のうち、

日常的に料理を行う方は少なくない。

・しかし「視覚に障がいがある」というだけで、

「料理ができないのではないか」と誤解されることも。

・障がいの有無にかかわらずより多くの方が料理を

しやすい世の中にしていくためにできることを考えた。

2. アプローチ方法

「音声読み上げ」に最適化された
音で料理を楽しむ レシピサイト

❶ 音声読み上げの妨げになる「画像」や「映像」

をカット。読み間違いが発生する「漢字」や

「記号」は正しく読み上げられるように変換。

❷「きつね色になったら」や「焦げ目がついたら」

 といった視覚に依存する表現は、目が見え

 なくても理解できる表現に変換。

❸ お料理大好きな全盲みきさんが

長年の経験を踏まえて見出した、

料理をおいしくする「音の変化」

を収録したサウンドコラムを掲載。

3. イノベーティブなポイント

視覚を使わずに料理をおいしく作るコツが
「音」に秘められていることを発見

・既存のレシピサイトは、画像・映像など

ビジュアル中心で構成され、視覚に頼る表現も多い。

・スマホの音声読み上げ機能を使ってサイトの情報に

アクセスしている当事者にとって、“音声で読み上げ

にくい=見づらい” UIUXのサイトが飽和していた。

・目が見えないからこそ見出すことができる、

料理の楽しみ方を晴眼者にも伝えることを目指した。

「視覚障がい者は、料理ができない」
- 世の中の価値観のアップデート -

レシピサイトの課題に着目
- 一番「みやすい」サイトを目指して -

「見る」だけが、料理じゃない
- 晴眼者も料理をもっと楽しめるヒントを -

- アクセシビリティーの次なるステージへ -

視覚障がい者のサイト体験を
徹底的に追求したUIUX

<視覚障がい者と共に開発>

多くのサイトは晴眼者を第一に設計され、障がい者には

後から対応。その結果、音声読み上げには不具合が多く、

当事者は与えられた情報を受け取るしかなかった。本サ

イトは「障がい者もある程度使えればいい」という排他

的なデザインではなく、当事者を起点に設計し、彼らが

不便なくスムーズに使えるサイト体験 = アクセシビリ

ティの次なるステージに挑戦。

例えば、天ぷらが揚がった時の音は、「ブクブク…」か

ら「チャンチャン♪」と油が踊るような音に変化した時。

お料理大好きな全盲みきさんの知恵を活用したサウンド

コラムは、視覚障がい者はもちろんのこと、晴眼者に

とっても、料理が楽しめる新たな気づき満載。

- きつね色は「音」に変換できる？-
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